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を許可した。Google カレンダー上で同じ日時を希望した学生同士が、目標言語の学習 30 分、










3.1 SCAT および KJ 法による分析 






















 SCAT および KJ 法で抽出されたカテゴリーの抽出背景および具体的なやり取りの例を観察
するため、言語交換中の録音データについても分析を行った。具体的には、筆者が提供した言
語交換用会話教材を用いて 8 回言語交換した留学生（以下、CL）1 名の日本語学習の録音デー
タにおいて、SCAT および KJ 法により抽出されたカテゴリーに関連するやり取りについて観
察した。CL は、中国語を母語とする交換留学生で、日本語学習年数は、母国で 1 年、日本で
半年であり、調査の時点で、初級レベルの日本語授業を履修していた。CL は、合計 8 回の言




回の言語交換において、CL は日本語学習、jsA および jsB は英語学習を実施したが、本分析で
は、日本語学習のみを対象とした。日本語学習の詳細を表 1 に示す。 
 
表 1 日本語学習の概要 
回数 録音時間 相手 形態 教材の内容 
2 回目 25 分 54 秒 jsB 対面 L.2「最近どうですか」（近況を聞く） 
3 回目 38 分 34 秒 jsB Skype L.3「どう思いますか」（意見を聞く） 
4 回目 31 分 jsB Skype L.4「教えてもらえませんか」（依頼する） 
6 回目 31 分 40 秒 jsA 対面 L.6「一緒に行きませんか」（誘う） 
7 回目 23 分 38 秒 jsA Skype L.7「どうしたらいいですか」（助言を求める）
8 回目 24 分 27 秒 jsA Skype L.8 L.1〜L.7 の復習 
 
 言語交換用会話教材については、jsA および jsB の英語学習には、レアジョブ英会話が提供
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留学生および日本人学生間の言語交換の実践
表 2 言語交換用日本語教材の構成 
セクション 言語活動 
１. イラスト描写 自身が知っている語彙や表現を用いて、イラストを説明する。 
２. 語彙・表現 トピックに関連する語彙・表現のリストを見ながら、発音および意味、
例文の確認を行う。 
３. イラスト描写 2 で導入された語彙・表現を用いて再度イラスト描写する。 
４. 並び替え 意味をなすように、複数の文を並び替える。 
５. 会話 トピックに関連する質問に対して、自身のことを述べる。 
  






 言語交換後に提出された日本語学習の録音データを文字起こしし、次節で示す SCAT および
















 留学生および日本人学生の言語交換の感想から、9 つのカテゴリーが抽出された。9 つのカ
テゴリーについて、筆者および協力者の日本語教師 1 名で議論し、「教材」「レッスン内容」「相















換用会話教材を使用した CL および jsB が語彙についてやり取りしている例を以下に示す。以
下の（例 1）では、教材にある「話し合う」という語彙と「議論する」という語彙の違いにつ







































見の教材を教えることが難しかったと考えられる。jsA および CL とのやり取りにおいても、
母語である日本語の表現についての説明に、jsA が困難を感じている場面が観察された。以下
にその例を示す。以下の（例 2）は、誘う際に、なぜ「来ませんか」という否定疑問文を用い





























































いて、CL および jsA がやり取りしている発話である。 
 
（例3） L.6「一緒に行きませんか」・対面 
CL  1 番は，「ちょっと話があるんだけど，今いい」？ 
jsA うん。 
CL つぎは、「突然どうしたの？なに？」。そして，「僕のために毎朝味噌汁を，味噌汁， 
  味噌汁を作ってくれない？一緒に暮らさないか？僕と結婚してください。」最後は、「は 




CL  Can you Can you make ### for me every every morning? 
jsA そう。それが英語としては，英語なんだけども，これの意味は，結婚してくれない？ 
   って言うこと。Indirectly， 
CL あー、そうなんですか。 
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